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シュアパル®5/シュアパル®10
使い方ガイド

ソマトロピンBS皮下注5ｍｇ・10ｍｇ「サンド」シュアパル専用
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はじめに
シュアパル5、シュアパル10は、ご家庭で成長ホルモンを注射するための医薬品ペン型注入器です。 

専用注射針と専用のカートリッジ製剤 ソマトロピンBS皮下注5mg「サンド」シュアパル、

またはソマトロピンBS皮下注10mg 「サンド」シュアパルを取り付けて使用します。

この使い方ガイドでは、シュアパル5、シュアパル10を用いた注射の手順、

安全にご使用いただくためにご注意いただきたいこと、困ったときの対処法などを説明しています。

ご使用に際しては、こちらの使い方ガイドをよくお読みください。

また、必ず主治医などの指示に従ってください。
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■安全にご使用いただくために

■ご使用の際にご用意いただくもの

■各部の名称

■シュアパルの使い方
　投与量の設定
　カートリッジの取り付け
　注射針の取り付け
　注 射
　保 管

■注射中にカートリッジが空になったら（投与量不足分を注射する場合）

■注射中にカートリッジが空になったら（投与量不足分を注射しない場合）

■投与量表示をリセットするには

■こんなときどうする？
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［ 安全にご使用いただくために ］

◎ 投与量、投与頻度、注射部位、休薬などは必ず主治医の指示に従ってください。

◎ カートリッジを装着した使用中のシュアパルは、凍結に注意し、温度が2～8℃の冷蔵庫で保管してください。
　 凍結したカートリッジはご使用になれません。

◎ 注射針の汚染を防止するため、注射針はご使用の直前まで開封しないでください。 
　 また、注射針は毎回新しいものを使用してください。

◎ 注射針は、JIS T3226-2に適合するA型の専用注射針を使用してください。なお、シュアパルと
　 A型専用注射針との適合性の確認は、BDマイクロファインプラスTM31Gで行っています。

◎ シュアパル5には専用カートリッジのソマトロピンBS皮下注5mg「サンド」シュアパル、
　 シュアパル10には専用カートリッジのソマトロピンBS皮下注10mg「サンド」シュアパルを取り付けて使います。

◎ シュアパル5、シュアパル10は、処方された患者さんご本人以外の方は使用しないでください。
　 ご家庭内等で複数の方がシュアパル5、シュアパル10をご使用になる場合は、
　 取り違えが起こらないよう、ご注意ください。
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ご使用の際にご用意いただくもの

■ 保管ケースとその中にセットできるもの

保管ケース

針隠し

本体

シュアパル本体の使用期間（耐用年数）は使用開始日から2年間です。
シュアパルに添付されている「ご利用登録のおねがい」をお読みいただき、スマートフォン・ウェブサイトから
必要事項をご登録頂くと、使用期間（耐用年数）終了のお知らせをe-mailでお送りさせていただきます。

【ご利用登録のおねがい】

■ 医療機関または調剤薬局から、別途入手していただくもの
◎専用注射針※

◎ソマトロピンBS皮下注5mg「サンド」シュアパルまたは
　ソマトロピンBS皮下注10mg「サンド」シュアパル（治療に使用する専用の薬剤です）
◎消毒用品
※注射針は、JIS T3226-2に適合するA型の専用注射針をご使用ください。なお、シュアパルとA型専用注射針との適合性の確認は、BDマイクロファインプラス™31Gで行っています。

シュアパル10（グリーン）シュアパル5（ホワイト）
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各部の名称

ペンキャップ ロック式
リングの印（ ）

専用
カートリッジ（別売）

針ケース 針キャップ（色付） 注射針 保護シール

シュアパル
本体の印（●）

投与量
メモリのフタ

投与量設定
つまみ

スライディング
スリーブ

針隠し ロック式
リング

ゴム栓 プランジャー
ロッド

注入
ボタン

投与量
表示窓

■ シュアパル シュアパルは以下のように分解できます（注：写真はシュアパル10）

■ 投与量表示部 投与量メモリのフタを開けたところ

■ 専用注射針（使い捨て注射針は別売です）

［一目盛りの投与量］
0.05mg

［一度に投与できる量］
0.05〜2.7mg

［一目盛りの投与量］
0.1mg

［一度に投与できる量］
0.1〜5.4mg

JIS T3226-2に適合するA型の専用注射針です。 注射針の汚染を防止するため、注射針はご使用の直前まで開封しないでください。

シュアパル5 シュアパル10

投与量
メモリ窓
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シュアパルの使い方

投与量の
設定

P.08

8-2.
0-2.
0-3

0.4-
0.6-

注 射

P.12

カートリッジの
取り付け

P.09

保 管

P.16

注射針の
取り付け

P.11

清潔に器具を扱うために、準備の前には必ず手を洗いましょう。
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8-2.
0-2.
0-3

0.4-
0.5-

8-2.
0-2.
0-3

0.4-
0.6-

8-2.
0-2.
0-3

0.4-
0.5-

8-2.
0-2.
0-3

0.4-
0.6-

8-2.
0-2.
0-3

0.4-
0.5-

8-2.
0-2.
0-3

0.4-
0.6-

シュアパル5の場合 シュアパル10の場合

投与量
固定ダイヤル（白色）

投与量
固定ダイヤル（白色）

投与量メモリのフタ 投与量メモリのフタ
投与量
メモリ窓

投与量
メモリ窓

投与量の設定

■ 予定投与量を設定します（投与量変更時も同様に投与量を設定してください）

投与量メモリのフタを開け、投与量メモリ窓に
医師から処方された投与量が表示されるまで
投与量固定ダイヤル（白色）を回し、予定投与量
を設定します。（下の図では投与量を「0.9mg」に設定
しています。シュアパル10は、奇数の目盛りは「---」で示
されます。）

投与量メモリのフタを“カチッ”と音がするまで閉め
てください。これで、投与量が設定されます。完全
に閉じていない場合、設定した投与量が変更され
てしまうおそれがあります。（医師から処方された投与
量を固定し、記憶させることができます。投与量が変更に
なるまでは、毎回の投与量を設定する必要はありません。）

1 2
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ペンキャップ
ロック式リング

ロック式
リング

カートリッジ

ペンキャップを取り外します。 カートリッジ先端をロック
式リングの広くなってい
る方から挿入します。

ロック式リングの銀色の部分を
持って、回しながらシュアパル
本体から取り外します。

1 2 3

注射する30分くらい前に、カートリッジを冷蔵庫から取り出してください。薬液の　　　温度が低すぎると、痛みを強く感じることがあります。カートリッジの取り付け
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カートリッジを引きながら少し
回し、“カチッ”と音がするまで
ロック式リングに完全に挿入
します。

カートリッジ

シュアパル本体

カートリッジが取り付けられた
ロック式リングロック式リング

カートリッジが取り付けら
れたロック式リングを回し
ながらシュアパル本体に取り
付けます。

4 5 6

注射する30分くらい前に、カートリッジを冷蔵庫から取り出してください。薬液の　　　温度が低すぎると、痛みを強く感じることがあります。

ロック式リングの印（ ）が
シュアパル本体の印（●）と
正確に合っているかを確認
します※。

※実際の本体では、シュアパル5 の
印は黒色で、シュアパル10 の印は
白色で印字されています。
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カートリッジ先端のゴム栓

注射針の保護シールをはがし、
注射針を針ケースごとシュア
パル専用のカートリッジにまっ
すぐ押し付け、回しながら取り
付けます。

注射針の針ケースのみを外
してください。この段階で
は、針キャップは取り外さな
いでください。

保護シール

針ケース

針ケース

針キャップ

消毒用アルコール綿等で
カートリッジ先端のゴム栓
をふきます。

1 2 3

注射の前には必ず手を洗い、新しい注射針、消毒用アルコール綿を用意します。注射針の取り付け

針ケースは、注射後に注射針を取り
外す際に使用しますので、捨てない
でください。



12

【注射する部位】

おしり（臀部）太もも（大腿部）

おなか（腹部） うで（上腕部）

注射する部位

投与量表示窓

投与量設定つまみ

投与量表示窓を見ながら、投与量設定つまみ
をゆっくりと抵抗（軽く跳ね返す感覚）を感じる
まで回します。主治医から処方された投与量が
投与量表示窓に表示されます。（図では0.9mgに
なっています）

注射する場所を選び、消毒用アルコール綿
でふきます。

注 射

1 2

カートリッジの空気抜きは不要です。

主治医から処方された投与量が表示されない場合は、投与量表
示をリセットしてください。→19ページ「投与量表示をリセットする
には」を参照してください。その後、08ページのように、処方された
投与量を正しく設定しなおしてください。

太もものつけね

ひざの中心

1/3 1/41/4

1/3

1/3

3cm

3cm
ひじ

肩
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針キャップ

針隠し

スライディング
スリーブ

スライディングスリーブ

B

A

■針隠しを使用する場合

針隠しのスライディン
グスリーブを図のA矢
印の方向に少し引い
て、針キャップを図の
矢印Bの方向へ取り外
してください。

シュアパルをつまんだ皮膚にあ
てて、針隠しのスライディング
スリーブの可動部分が止まるまで
押し込んで針を刺します。注入
ボタンを押し下げ、投与量設定
つまみが回転しはじめると、注射
されます。

投与量設定つまみの回転が止
まったら、注入ボタンを押した
まま10秒待って針を皮膚から
抜いてください。投与量表示
窓に「0.0」が表示されている
ことを確認してください。

注射をやめたい場合は注入ボタン
から指を離してください。再び注入
ボタンを押し下げると、注射を続け
ることができます。

薬液注入の途中でカートリッジが空
になると、注射が途中で停止し、投
与量表示窓の数字が「0.0」になら
ず投与不足分の量が表示されます。
→17 ページ「注射中にカートリッジ
が空になったら」を参照してください。

針キャップを取り外し
た後は、適切に破棄し
てください。 また、針を
指先などに刺さないよ
う注意してください。

注射の間、注射針が
見えないようにした
い場合は、針隠しを
矢印の方に取り付け
てください。

3 4 5 6

針キャップがついて
いることを確認してく
ださい。

POINT!

針キャップ
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薬液注入の途中でカートリッジが空になると、
注射が途中で停止し、投与量表示窓の数字
が「0.0」にならず投与不足分の量が表示され
ます。→17または19ページ「注射中にカート
リッジが空になったら」を参照してください。

■針隠しを使用しない場合

針キャップ

針キャップを
取り外します。

注射部位の皮膚を片
手でつまみ、シュア
パルを皮膚に対し垂
直にして、注射針を
刺します。

注入ボタンを押し下げ、
投与量設定つまみが回転
しはじめると、注射され
ます。

投与量設定つまみの回転が止まったら、
注入ボタンを押したまま10秒待って
針を皮膚から抜いてください。投与量
表示窓に「0.0」が表示されていることを
確認してください。

針キャップを取
り外した後は、
適切に廃棄して
ください。また、
針を指先などに
刺さないよう注
意してください。

注射をやめたい場合は
注入ボタンから指を離し
てください。再び注入ボタン
を押し下げると、注射を
続けることができます。

3 4 5 6
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［ 注射する場所 ］

■ 注射をする場所は、おなか（腹部）、太もも（大腿部）、うで（上腕部）、おしり（臀部）です。
　 注射する場所は、主治医の指示に従ってください。
　 同じ場所に続けて注射するとその部分が硬くなってしまうことがあるので、注射する場所は毎日変えましょう。
　 見えている血管への注射は避けてください。太ももやうでの内側、およびへそへの注射は避けてください。

おなか（腹部）

太もも（大腿部） おしり（臀部）

うで（上腕部）

太もものつけね

ひざの中心

1/3 1/41/4

1/3

1/3

注射する部位

3cm

3cm
ひじ

肩
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シュアパルに注射針を取り付けた状態で保管しないでください。
注射針を取り付けた状態で保管すると、空気がカートリッジ内に入ったり、薬液が漏れるおそれがあります。

針隠しを使用した場合は、
先に針隠しを取り外してください。

針ケース

針ケース

ロック式リング

保管ケース

ペンキャップ

針隠し

注射後は、注射針が指に刺さらな
いように注意しながら針ケースの
先端の細い部分を持って、針先が
針ケースのまん中にくるように、
ゆっくり、しっかりとかぶせます。

ロック式リング を
しっかり押さえて、
針ケースごと矢印の
方向（下図）に回して
注射針を外します。

ペンキャップ
を 取り付 け
ます。

シュアパルを保管ケース
に戻し、冷蔵庫で保管
してください。

カートリッジを装着した使用中
のシュアパルは、凍結に注意し、
温度が2～8℃の冷蔵庫で保
管してください。凍結したカート
リッジはご使用になれません。

保 管

1 2 3 4

使用後の針刺しにより、
感染症のおそれがありま
す。使用済みの注射針
は主治医の指示に従っ
て廃棄してください。

POINT!
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注射の途中でカートリッジが空になり、投与量設定つまみの回転が途中で止まった場合は、次の方法に従って新しいカートリッジに交換すると、投与量不足分の注　 射を行うことができます。また、主治医から「投与量不足分を注射しなくてよい」と指示された場合は、投与量表示をリセットしてください（→19ページを参照）。

針ケース

カートリッジ

ロック式リング

シュアパル本体

ロック式リングをしっ
かり押さえて、針ケース
ごと矢印の方向（下図）
に回して注射針を外し
ます。

投与量設定つまみにはさわ
らず、シュアパル本体から
カートリッジが取り付けら
れたロック式リングを回し
ながら取り外します。

注射中にカートリッジが空になったら（投与量不足分を注射する場合）

注射針が指に刺さらないように
注意しながら針ケース先端の細い
部分を持って、針先が針ケース
のまん中にくるように、ゆっくり、
しっかりとかぶせます。

1 2 3

針隠しを使用した場合は、
先に針隠しを取り外してください。

針隠し

使用済みの注射針は主治
医の指示に従って廃棄してく
ださい。

POINT!
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注射の途中でカートリッジが空になり、投与量設定つまみの回転が途中で止まった場合は、次の方法に従って新しいカートリッジに交換すると、投与量不足分の注　 射を行うことができます。また、主治医から「投与量不足分を注射しなくてよい」と指示された場合は、投与量表示をリセットしてください（→19ページを参照）。

投与量設定つまみ
投与量表示窓

ロック式リングからカートリッジを
取り外します。

新しいカートリッジを取り付け
ます。
→09〜１０ページ 3～ 6 を参照
この時、投与量不足分が、投与
量表示窓に表示されたままにな
っています。

新しいカートリッジ
を使用して注射を
継続することがで
きます。
→11ページ 1 ～ 3 を
参照

5 64

投与量不足分を注射する場合は、空のカートリッ
ジを取り外した後、注入ボタンを押し下げないで
ください。注入ボタンを押し下げると投与量不足
分の表示がリセットされてしまいます。

上図では、投与量不足分が「0.4mg」と表示
されています。このまま投与量設定つまみを
操作せずに新しいカートリッジに交換してくだ
さい。

空になったカートリッジ
は主治医の指示に従
って廃棄してください。

POINT!

ロック式リング

カートリッジ
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注射中にカートリッジが空になったら（投与量不足分を注射しない場合）／投与量表示をリセットするには

シュアパル本体の注入
ボタンを押し下げ、投与
量表示窓の表示を「0.0」
に戻します。

シュアパル本体から、カートリッジ
が取り付けられたロック式リングを
回しながら取り外します。

空のカートリッジを取り
外します。
→17〜18ページ 1 〜 4 を
参照
その後、投与量表示を
リセットしてくだ さ い

（右図）。

新しいカートリッジは、次
回注射の際に、取り付け
てください。
→09〜10ページ 3 ～ 6 を
参照

1 2

シュアパル本体

カートリッジが
取り付けられた
ロック式リング

注入ボタン

主治医から「投与量不足分を注射しなくてよい」と指示された場合は、投与量表示をリセットしてください。

空になったカートリッジは主治医の
指示に従って廃棄してください。

POINT!

投与量表示のリセット投与量不足分を
注射しない場合
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注射針を抜きとるのが早かった可能性があります。次回の注射時には、投与量設定つまみの回転
が止まったら、注入ボタンを押したまま10秒待って、針を皮膚から抜いてください。

薬液がシュアパル本体の中に漏れてしまった可能性があります。主治医にご連絡いただき、新しい
シュアパルと交換してください。

あやまったカートリッジを挿入しようとしている可能性があります。シュアパル5にはソマトロピンBS
皮下注5mg「サンド」シュアパル、シュアパル10にはソマトロピンBS皮下注10mg「サンド」シュアパル
以外は使用できないよう、専用カートリッジになっています。正しいカートリッジであることをご確認
ください。万が一異なった組み合わせになっている場合は、すぐに主治医にご連絡ください。

こんなときどうする？

1  投与量設定つまみが回りにくくなってしまいました。

2  注射が終わっても、まだ注射針から薬液が出てきてしまいます。

3  カートリッジがうまくはまりません。



21

予定投与量が正しく設定されているかご確認ください（→08ページ参照）。次に、投与量メモリの
フタがきちんと閉まっているか再度ご確認ください。投与量メモリのフタがしっかり閉まらない場合
や、その他の理由で表示される投与量が正確でない場合は、シュアパルの使用を中止し、主治医に
ご連絡いただき、新しいシュアパルと交換して下さい。

注射針は、JIS T3226-2に適合するA型の専用注射針をご使用ください。なお、シュアパルとA型専用
注射針との適合性の確認は、BDマイクロファインプラスTM31Gで行っています。

使用済みの注射針と、空になったカートリッジは廃棄方法が各自治体によって異なるので、各々別に、
主治医の指示に従って廃棄してください。

5  投与量表示窓に事前に設定した投与量が表示されません。

6  どの種類の注射針を使用したらいいですか？

7  使用済みの注射針と空になったカートリッジはどうすればいいですか？

こんなときどうする？

破損してしまったカートリッジ（ガラスの破損など）は絶対に使用せず、新しいカートリッジに交換し
てください。

4  カートリッジが破損してしまいました。
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注射の途中でカートリッジが空になった可能性があります。その場合は新しいカートリッジに交換
してください（→17ページ参照）。
注射針が詰まっているかもしれません。新しい注射針に交換してください。

8  注射中に、投与量設定つまみの回転が止まってしまうのはどうしてですか？

カートリッジは、初回の使用から4週間（28日）以内に使用しなければなりません。4週間を経過した
場合は、完全に使い切っていなくてもカートリッジを処分してください。
シュアパルの使用期間（耐用年数）は使用開始日から2年間です。シュアパル5・10の個装箱に入って
いる「ご利用登録のおねがい」をお読みいただき、スマートフォン・ウェブサイトから必要事項をご登
録いただくと、使用期間（耐用年数）終了のお知らせをe-mailでお送りさせていただきますので、使
用開始日を覚えていなくても大丈夫です。 

10  使用期限はありますか？

シュアパルは、ペンキャップを付け、必ず保管ケースに入れて保管してください。針を付けた状態で
は保管しないでください。カートリッジを装着したシュアパルは、カートリッジの凍結に注意し、温度
が2～8℃の冷蔵庫で保管してください。凍結したカートリッジはご使用になれません。また、直射日
光、ほこり、汚染を避け、清潔な場所で保管してください。シュアパルをふく場合は、糸くずの出ない
乾いた布できれいにふいてください。液剤や洗剤は使用しないでください。

9  シュアパルを保管する際の注意点は？
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患者様、ご家族、および医師、薬剤師、医療スタッフの皆様のために「オムニ・コールセンター」を開設しています。

サンド株式会社 オムニ・コールセンター

■受付時間（土・日、祝日及び当社休日を除く）…[薬剤に関するお問い合わせ] 9:00～17:00／[シュアパルに関するお問い合わせ] 8:30～22:30

オ　 　ム　 　ニ に　 　コ ー ル

0120-062-256

シュアパルの使用期間（耐用年数）は使用開始日から2年間です。シュアパル5・10の個装箱に入っている「ご利用
登録のおねがい」をお読みいただき、スマートフォン・ウェブサイトから必要事項をご登録ください。
ご登録いただくと、使用期間（耐用年数）終了のお知らせをe-mailでお送りさせていただきます。

【お知らせ】

■ スマートフォン・ウェブサイトから簡単登録

「スマートフォン」
からアクセス

「ウェブサイト」
からアクセス

このQR コードをスマートフォンで読み取ると、
ご利用登録ページに直接入れます。

http://www.g-hormone.com/
ご利用登録のページにアクセスできます。


